
 

 

 

令和元年度 山梨県自然保育活動表彰 

表彰事例紹介 

自然体験活動を充実させたい保育園、幼稚園、 

認定こども園にアドバイザーを派遣します！ 

県では、未来を担う子どもたちが、本県の豊かな自然や地域資源を活用した体験活動

を行い、自らを大切に思う気持ちや他者を思いやる心、郷土を愛する心をはぐくみ、健

やかに成長できる社会の構築を目指し、自然保育の導入を推進しています。 

【山梨県が考える自然保育】 

『本県の豊かな自然や地域資源を活用した 

体験活動を取り入れる保育や幼児教育』 

※想定する体験活動 

 〇森林、野山等のフィールド又は園庭や近くの田んぼ・畑・小川・緑豊かな公園や神社等の 

身近な自然を活用した活動 

 〇地域資源（地域の伝統や文化、農業、林業等の作業等とそれらに関わる人材）を活用した活動 

今回、県内の保育所・幼稚園・認定こども園・森のようちえんの他の模範となる自然

体験活動を表彰することとしました。 

表彰の対象となった活動を皆さんに紹介し、「この活動いいね」、「この活動はうちの園

でもできるね」、「うちの園でも自然体験活動を充実させよう」、「自然体験を積極的に行

っている園に子どもを通わせたいね」等と思っていただき、県内の子どもたちにより一

層、自然体験活動の機会を提供したいと考えています。 

自然体験活動に関する安全対策や保護者への理解の深め方等の紹介、派遣先の保育所等

の実態に即した実践指導等を行います。 

子どもや保護者、保育・教育関係者の全員が楽しみ、共に成長できる充実した体験活動

の実施に向けた良い機会となりますので、積極的にご活用をお願いします。 

 

※ご利用の際には、県子育て支援局 子育て政策課に申請が必要となります。 

＜お問合せ先＞ 

山梨県子育て支援局 子育て政策課 子育て支援担当 

TEL 055-223-1456 

森のようちえん にっこにこ  （甲府市） 

■活動の場所 甲府市武田の杜 

■活動内容 

・自然の中での自由な遊び 

・自然素材を使ったおままごと、お店屋さんごっこ等 

・木登り、岩登り、倒木の１本橋渡り、森の中をトレランの 

 ように走る等 

・刃物や火を使った工作や調理 

・森の中で採れる季節の食べ物を楽しむ    など 

■子ども達の気付きや育ち   

・季節に応じてできる活動の予測、活動計画の立案、実行 

・四季の変化を感じ、自分の生活や行動と結び付けて考える 

・時間を自由に使って遊ぶ充足感、友達と一緒に作り上げる達成感 

・生活リズムもつくりやすく、健康となり情緒も安定 

・お互いに力を合わせて活動する姿が見られる 

・多様性を感じ、自己・他者肯定する中で共生に繋がっている 

表彰事例紹介 



 

 

 

 

 

表彰事例紹介 

東桂保育園       （都留市） 

■活動の場所 地域の人たちと力を合わせて整備した 

こどもふれあいの森 

■活動内容 

・木登り、斜面すべり 

・木の枝で石をたたいたり、枯葉の臭いを感じたり、 

枯葉がこすれる音や雨の中の森でしずくの落ちる 

音を聞いたりする。 

 ・木陰の涼しさや吹く風のやさしさを感じる 

■子ども達の気付きや育ち   

・自然に対する興味や自然の中での新たな発見を楽しむ 

・驚き等を友達と共有する喜びを感じる 

・探求心の向上 

・危険について感じ安全管理を学ぶ 

・気持ちがリラックスし、内向的な子どもも、 

自らの主張を伝えられるようになる 

大野山保育園      （身延町） 

■活動の場所 大野山保育園園舎 裏山 

■活動内容 

・裏山に登り、午前中を山で過ごす 

・自然の中で子ども達が自発的に見つけ出す遊びを保育者が支援 

・動植物の観察、スケッチ 

・山の整備に併せて伐採の見学 

・保護者、地域住民等にも裏山活動体験を実施 

■子ども達の気付きや育ち   

・五感の刺激や自然の摂理等の芽生え 

・けがの減少、体のバランス等の体力の向上 

・発想力、想像力、コミュニケーション力、協同性などの育ち 

・自分たちが住んでいる地域への愛着 

甲府西幼稚園      （甲府市） 

かおり幼稚園      （甲斐市） 

■活動の場所 かおり幼稚園隣接の田んぼ 

■活動内容 

・５月   種（籾）蒔き 

・６月   田植え 

・９月   田んぼを守る「かかし」を製作 

・１０月  稲刈り 

・１２月  収穫したお米を使ったおにぎりパーティー 

■子ども達の気付きや育ち   

・種→発芽→成長→収穫というお米の成長のサイクルを学んだ 

・田んぼの中に生息している昆虫や小動物との関りや、田んぼの水や 

泥の感触を感じたことによる身近な環境に対する興味の深まり 

■活動の場所 園隣接の田んぼ、武田の杜やキープ自然学校の 

       川や森など 

■活動内容 

・武田の杜の自然の中で子どもたちが自発的に遊びを行う 

・キープ自然学校の大自然の中で、川や森の探検を行う 

・水田での泥んこ遊びや稲作体験 

・アトリエリスタを活用したアトリエ教室 

・自然のものを使用した絵具遊びを行い、完成した絵か 

ら感じたことを曲にして発表する  

   ・木の枝や木の実を楽器にして音を奏でる 

   ・竹を笛にして吹く 

■子ども達の気付きや育ち   

・四季の変化や身近な自然環境と高原の自然環境の違いに気づく 

・虫や草花等に興味関心を持つ 

・子どもが自発的にアンテナを張って遊びを見つける 

・より表現豊かに活動的な遊びを行う 


